台湾における研究体制の整備とコア・ジャーナル (特集 アジア地域研究と雑誌 -- 「コア・ジャーナル」を語る) by 佐藤 幸人
台湾における研究体制の整備とコア・ジャーナル (




経済研究所 / Institute of Developing
































































































学術誌の格付けも目的としていたことである。第二に、ＴＳＳＣＩの方が幾つか 理由からわかりやすかったことである。まず等級制度自体が必ずしも広く知られていなかった。ま 、ＴＳＳＣＩか否かという基準は単純明快そして、英文論文 基準であるＳＳＣＩと対応している。　
しかし、このねじれは弊害を生











若干のずれが ことには注意しなければならな 。例えば等級制度では第二級の『調査研究：方法與応用』はＴＳＳＣＩには含まれていないが、 三 学術誌も二誌、 ＴＳＳＣＩには含まれて　
等級制度における各分野のトッ











の最新号にたまたま集 したきらいはあるが、中国が社会学や政治学では重要研究対象となってい ことがわかる。中国および 国との関係をどのように理解するかは、台湾自身へ 関心の延長線上にある。　
いずれも厳しい審査を通
過した論文である。台湾の社会科学の動向を知るためには、まずこの六誌からアプローチすることが適当だろう。（さとう
　
ゆきひと／アジア経済研
究所
　
企業・産業研究グループ）
表2　コア・ジャーナル最新号の論文
『台湾社会学』第21期（2011年6月）
　消えた農民・漁民─台湾における初期環境保護運動再論
　永遠の異邦人か─市民身分の格差と中国「農民工」階級
　わたしは落ちこぼれのフェミニストかもしれない─フェミニズムのアイデンティティと実践の語りの構築
　「夫の首枷」から「国家の首枷」へ─構造的に交錯する苦境下において暴行を受けるベトナムからの婚姻移民女性
『経済論文』第39巻第3期（2011年9月）
　輸入競争、一括販売、研究開発
　台湾の非線形利子率法則再論
　ウェーブレット変換を用いたアメリカのマクロ経済指標とダウ工業指数の関係の分析（英文）
　対外投資をしている企業は常に生産性が高いか─技術移転コストの役割
『台湾政治学刊』第15巻第2期（2011年11月）
　国家の野生生物保護体制、社会経済の変動及び原住民の狩猟─タロコ族における制度の相互作用の実証分析
　中国大陸から台湾への留学生の政治的態度と台湾の主権を受容するレベル
　中国の社会組織のガバナンス構造とドメイン分析─環境保護とエイズのNGOの比較
　中国大陸の基層における民主と社会保障制度の発展
　中国東南部における環境被害と社会の脆弱性─適応型権威主義の事例か（英文）
（出所）各誌の目次を和訳。
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